


研究目的 

我国のガラクトース血症 I型(トランスフェラーゼ欠損症)の発生頻度は 790,000 例に 1例

であり,欧米の共同研究報告の45,000ないし76,000例に1例と比較してあまりにも少ない

。この発生頻度の差には人種的な要因の他に検査法による発見率の差の有無を検討した。 


